
介紹

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
最
後
に
、
簡
単
に
紹
介
者
の
感
想
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
ず
、
公
職
者
弾
劾
裁
判
の

背
鍛
に
は
、
政
敵
と
の
抗
争
な
ど
、
複
雑
な
事
情

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
実
際
に
民
主
政

防
衛
と
い
う
民
衆
の
意
識
が
ど
れ
ほ
ど
の
重
要
性

を
占
め
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
よ

り
深
い
議
論
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
本
書
が
一
般
向
け
に
著
さ
れ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
詳
細
な
議
論
を
求
め
る
こ
と
は
酷

で
あ
る
と
も
書
え
る
。
さ
て
、
紙
面
の
都
合
上
紹

介
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
本
書
に
は
ア
テ
ネ
化
主

政
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
巧
み
に
包

含
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
知
見
に
触
れ
つ
つ
、
分

か
り
や
す
い
叙
述
に
よ
っ
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た

本
書
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
政
に
関
心
を
持

つ
者
に
と
っ
て
格
好
の
入
門
書
と
な
ろ
う
。
さ
ら

に
、
現
代
の
価
徳
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
な
く
ア

テ
ネ
民
主
政
の
実
態
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
著
者

の
姿
勢
は
、
広
く
歴
史
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
参
考

と
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
B
5
判
　
二
＝
二
頁
　
一
九
九
七
年
十
　
月

　
　
　
東
京
大
学
出
版
会
　
二
八
O
O
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
座
子
大
亮
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

樋
口
隆
康
著

『
昭
和
2
8
年

椿
井
大
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』

（
京
都
府
山
城
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
集
〉

　
椿
井
大
塚
山
古
墳
（
京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
所

在
）
は
、
古
墳
時
代
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ

た
古
墳
と
し
て
名
高
い
。
三
十
六
颪
以
上
に
及
ぶ

大
量
の
出
土
鏡
の
う
ち
の
大
部
分
が
三
角
縁
神
獣

鏡
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
小
林
行
雄
氏
の
著
名

な
同
箔
鏡
論
が
生
ま
れ
た
。
邪
馬
台
国
か
ら
大
和

政
権
へ
の
移
行
を
考
古
学
的
に
説
明
し
た
学
説
と

し
て
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
最
古

の
古
墳
と
し
て
、
そ
の
出
土
品
は
古
墳
編
年
の
基

準
資
料
に
位
麗
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
鉄
道
工
事
中
に
こ
の
古
墳
の
後
鍛
工
か
ら
石
室

が
露
呈
す
る
と
と
も
に
、
大
量
の
副
葬
品
が
発
見

さ
れ
、
緊
急
調
査
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は

昭
和
二
十
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
連
絡
を

受
け
た
京
都
大
学
考
吉
学
研
究
室
が
中
心
と
な
っ

て
石
室
と
墳
丘
の
調
査
、
残
存
し
た
副
葬
品
の
記

録
、
散
逸
し
た
遺
物
の
回
収
を
お
こ
な
い
、
そ
れ

ら
を
研
究
室
に
持
ち
帰
っ
て
整
理
を
す
す
め
た
。

調
査
結
果
は
同
年
九
月
、
樋
口
隆
康
「
山
城
国
相

楽
郡
高
麗
村
椿
井
大
塚
山
古
墳
調
査
略
報
」
（
『
史

林
恥
第
三
十
六
巻
第
三
号
）
に
概
略
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
九
年
に
は
梅
原
宋
治
『
椿

井
大
塚
山
古
墳
』
（
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
臨

第
二
十
三
冊
）
の
刊
行
が
企
図
さ
れ
た
が
、
出
版

上
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
広
く
公
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

結
局
正
式
な
調
査
報
告
書
は
未
刊
と
い
う
状
況
に

あ
っ
た
。
当
時
調
査
現
場
を
担
当
さ
れ
た
本
学
名

誉
教
授
の
樋
口
隆
康
氏
が
本
書
を
発
刊
す
る
こ
と

に
よ
り
、
調
査
後
四
十
五
年
を
経
て
よ
う
や
く
調

査
報
告
書
が
公
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
　
章
　
発
見
の
顛
末
と
調
査
の
概
要

　
　
第
一
章
　
遺
跡
の
状
況

　
　
第
二
章
　
出
土
遺
物
の
解
説

　
　
第
三
章
　
結
語

　
　
参
考
文
献

　
　
付
論
　
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
鏡
の
化
学
成

　
　
　
　
　
分
と
鉛
同
位
体
比
（
改
訂
）

　
上
記
の
よ
う
な
事
情
か
ら
本
書
の
著
者
は
、
当

時
準
備
し
て
い
た
報
告
内
容
を
で
き
る
限
り
そ
の

ま
ま
に
近
い
形
で
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
序
章

か
ら
第
　
二
章
ま
で
、
調
査
後
に
ま
と
め
た
原
稿
を
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ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
改
訂
部
分
は
同
箔
鏡
例

の
追
加
な
ど
最
小
限
に
留
め
て
い
る
。
た
だ
し
山

崎
一
雄
・
室
住
正
世
・
馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光
氏

に
よ
る
付
論
で
は
蒼
し
い
デ
ー
タ
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　
調
査
の
前
に
石
室
の
大
半
が
荒
ら
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
出
土
品
の
一
部
が
隠
匿
さ
れ
る
と
い
う
事
態

も
発
生
し
た
。
し
た
が
っ
て
既
に
破
壊
さ
れ
て
い

た
部
分
、
副
葬
品
の
本
来
の
配
置
と
総
数
な
ど
を

復
原
す
る
た
め
に
は
、
工
事
関
係
者
か
ら
の
聞
き

取
り
や
、
散
逸
し
た
出
土
品
の
回
収
に
至
る
経
緯

な
ど
の
情
報
が
重
要
で
あ
る
。
著
者
は
序
章
と
第

一
章
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
丹
念
に
収
録
し
て
い
る
。

石
室
脇
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
粘
土
と
石
積
み
に

よ
る
構
造
物
か
ら
三
面
の
鏡
が
畠
沸
し
た
と
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
～
面
が
画
文
帯
神
獣
鏡

で
あ
っ
た
こ
と
が
今
回
の
報
告
で
は
じ
め
て
明
示

さ
れ
た
。
ま
た
粘
土
床
周
囲
に
残
存
し
た
鉄
器
の

出
土
位
置
も
細
か
く
示
さ
れ
た
。

　
鏡
は
復
元
前
の
写
真
を
掲
載
し
て
お
り
、
実
物

部
分
を
区
別
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
鋳
造
後
の

研
磨
な
ど
、
仕
上
げ
の
技
法
に
つ
い
て
の
観
察
と

記
述
が
充
実
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
製
作
技

法
に
つ
い
て
の
細
か
い
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

古
鏡
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
で
あ
る
。
鉄
器

類
は
ご
く
小
さ
な
破
片
に
至
る
ま
で
図
版
に
掲
載

さ
れ
、
計
測
値
と
と
も
に
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
多
数
出
土
し
た
鉄
鎌
の
全
容
が
図
版
で
示
さ

れ
る
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
鏡
に
注
目

が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
種
類
の
豊
冨
な
鉄
器

類
の
重
要
性
を
も
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
。

　
椿
井
大
塚
山
古
墳
で
は
昭
和
二
十
八
年
以
降
も
、

発
掘
調
査
が
数
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

特
に
現
在
も
進
行
中
の
地
元
山
城
町
教
育
委
員
会

に
よ
る
発
掘
調
査
で
は
、
再
築
や
墳
丘
裾
、
墓
壌

な
ど
、
古
墳
の
規
模
や
構
造
に
関
す
る
重
要
な
成

果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
出
土
品
に
つ
い
て
も
こ
れ

ま
で
膨
大
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
新

知
見
も
多
い
。
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
こ
の
重

要
な
古
墳
を
総
合
的
に
評
価
す
る
た
め
の
基
礎
が

据
え
ら
れ
た
こ
と
を
慶
び
た
い
。

　
　
（
B
5
判
　
本
文
九
十
二
頁
　
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版

　
　
四
十
一
枚
　
一
九
九
八
年
三
月
　
編
集
発
行
京

　
　
都
府
山
城
町
　
印
刷
真
腸
社
）

　
　
　
（
森
下
章
司
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手
）

編
集
後
記

　
秋
の
学
会
シ
ー
ズ
ン
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
八
一
巻
の
五
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
本
号
も
充
実

し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
ご
吟
味
下
さ
い
。

　
収
穫
期
の
台
風
で
、
野
菜
も
お
米
も
値
の
張
る

今
日
こ
の
ご
ろ
。
日
々
の
食
生
活
が
、
窮
屈
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
三
八
年
ぶ
り
の
横
浜
リ
ー
グ
優
勝

は
、
そ
ん
な
中
で
一
服
の
清
涼
剤
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
私
も
「
敵
」
を
確
認
し
な
が
ら
、
生
業
に

学
業
に
専
念
す
る
所
存
で
す
。
　
　
　
　
（
及
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一蹴

V
籔
朋
．
隈
隈
定
価
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
六
〇
円

史
林
第
ム
巻
第
五
号
（
通
巻
第
四
＝
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
振
替
京
都
○
一
〇
七
〇
⊥
丁
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
礪
　
波
　
　
　
　
護

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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